
【淀川大橋の概要・・・】 

淀川大橋は、大阪府が施工し、大正15年に供用が開始されました。 

その後の管理を大阪市が行っていましたが、昭和33年に建設省（現国土
交通省）に管理が移管されました。 

【淀川大橋床版取替他工事とは・・・】 

老朽化した箇所の補修とあわせて、重いコンクリート床版を軽い鋼床版に 

取替え、橋脚を補強することなく、耐震性能を向上させます。 

平成29年8月4日（金）淀川大橋床版取替他
工事に関して、淀川大橋の検査路で毎日放送の
取材を受け、８月15日（火）に放送されました。
取材当日は、床版の劣化と腐食の進行状況や
銃弾痕の説明等を行いました。 

1945年（昭和20年）3月～8月にかけて空襲
を受け、銃弾痕が残っている。 

淀川大橋床版取替他工事 L=７２４．５m 

交通量：H22センサス値 
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淀川大橋位置図 
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淀川大橋 

1945年に空襲を受けた銃弾痕は現在でも確認する事が出来ます。 

進んだ老朽化 

大阪国道事務所  


